
に経験をもとに答えることができました。 

満点でした(^^)/ 

 また、冬の感染症対策として、インフルエンザとノ

ロウイルスについての講義を受け、演習では“患者

さんのベッドサイドに嘔吐物”さて、どのように始末

するのか。必要物品、手順、注意事項をグループで

考えながら演習をして、実際に感染症発生時の対

応を学ぶことができました。 

がんばってくださいね(^_^)v 

平成２５年度採用の新人看護師の集合研修・成長の様子を紹介します 

■感染対策研修（１２月６日） 

■シミュレーション研修２ 
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 今回の研修は４月始めの基礎技術研修の実践編として、「適切な感染対策行動ができる」を目標に開催

しました。点滴準備や点滴実施の時、手指消毒はどのタイミングで行っているのか、の質問 
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嘔吐物を慎重に拭きとります 

 １１月から１２月にかけて、各部署の事例を題材に、１人

５～７分程度のシミュレーション研修を行いました。「症状

の観察を行い、アセスメントし、必要な対応を取る・SBAR

にそって報告する」が研修の目標です。抗がん剤のアナ

フィラキシー症状の観察や、肝切除術後の患者の出血性

ショック、脳梗塞の患者の意識レベルの低下等、各部署

の実地指導者を中心に事例を検討して行いました。シナ

リオの作成や振り返りの方法について、積極的に新人の

思いや考えを引き出す関わりができたと思います。 

指導者の皆様お疲れ様でした 

 新人たちも病棟の先輩看護師の前で緊張しながら事例

に対応し、学ぶことが多かったと思います。この研修を体

験し、さらに成長していくことを楽しみにしています。 
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